題名「空腹は怒りとなり、 満腹は喜びとなる。〜ご飯は愛である〜」
名前　小巻里美
「Hungry is Angry.  空腹は怒りとなる。」ザンビアでお会いしたJICAの所長さんの言葉です。最初は印象的な言葉だなと思いました。しかし農業視察を終える頃、その言葉の重みを深く理解することになりました。
①自己紹介
私は神奈川県平塚市で家族とともに湘南小巻ファームという自然栽培の農園を営んでいます。夫は元農薬の研究員から脱サラして、現在は代々受け継がれて来た固定種や在来種を守る活動をしています。
岩手県一関市の母方の実家は、300人を超えるキリシタンが殉教した、「大籠キリシタン殉教公園」の近くです。七代前のお祖父さんが、天理教の伝道師でお料理の先生でした。田舎のおばあちゃん家の蔵からは、その当時書かれた本が見つかり感動を覚えたものです。
私は生まれだけ一関病院で生まれ、母の実家を自分の故郷と考え、小学校一年生から夏休みになると一人で新幹線に乗って、そのほとんどを田舎で過ごしました。目の前には「うどが森」と呼ばれる大きな山があって、田んぼが広がり、そこで手一杯にカエルを捕まえて遊びました。少し行くと綺麗な川が流れ、その岩の間を飛ぶのが本当に楽しかったです。
四世代家族、皆が揃って食卓を囲みました。食事中に年をとったひいおじいちゃんが、くしゃみをしそうになると、家族皆が食卓からお膳を下げ避難したものです。笑
そんな環境で育った私の母は料理が得意で、家は狭かったけれど、お友達を呼んで食事を振る舞うのが楽しみでした。ところで、実は私はあまり料理が得意ではありません。それでも、みんなで食卓を囲み、一緒に美味しいものを食べる時間が大好きです。
そんな私は、「人類の食糧問題と環境問題の解決」という壮大なテーマにずっと特別な関心を持ってきました。現地のNGO法人のオーナー様のご依頼がきっかけで人生で初めて訪れたアフリカ大陸。
そんな私にとって、今回のザンビア農業視察は、農業と食の大切さを改めて教えてくれる旅となりました。私は食べることには、人を喜ばせ、幸せにする力があると感じています。
[bookmark: _heading=h.yk0owcwlrk0a]②ザンビアで感じた「食は喜び」
まず、私たちが喜びを感じたのは、とても豪華な飛行機の機内食でした。30時間を超えるフライトは非常に過酷なものでしたが、2回の乗り継ぎを含めて4回も温かい食事が食べれたのは驚きでした。
現地に到着すると、ルサカ市街地の中でも、突然メイズ（とうもろこし）畑が見られました。それを粉にしたものを蒸して、もちもちの食感を楽しめるシマというお餅のような料理が主食として愛されています。JICA さんを通じて、かなりお米栽培も普及しており、現地では普通に毎日お米も美味しくいただきました。
宿泊先のメイドさんは、私よりずっと若いザンビア人で、エプロンではなく、カラフルなアフリカ生地で縫ってある、かわいい巻きスカート（チテンゲ）を着ていました。朝早くから来て、火を起こし、煮炊きをしてくれました。
アフリカのスイートポテト（さつまいも）は本当に甘くて、日本より美味しく感じました！現地では、かぼちゃの葉やさつまいもの葉など、繰り返し収穫できる葉物が好まれて、何度も食卓に上がりました。また、とある宣教師お宅でいただいた「アボガド」は、人生の中で最も美味しかったです！
宿泊先では、現地NGOスタッフさんと共に食卓を囲みました。とても若くて熱心に働く彼らとは、私たちの勉強不足で、英語や韓国語がうまく伝わりませんでした。しかし、同じテーブルで囲んだ食卓の時間がとても楽しかったです。
農業視察で訪問した農家さんから頂いた、茹で落花生やトウモロコシ、近くの畑で採れたオクラなど、とても新鮮で甘くて美味しかったです。サバンナ気候であるザンビアのルサカは害虫が少なく、農家さんが農薬や化学肥料を買うお金があまり無いから、もしかしたら野菜も無農薬なものが多いのかなと思いました。
何よりも忘れられないのは、ピットブルミックス犬の番犬です。本当に人懐っこい子で、体がとても大きくて力が強いのですが、撫でてくれないと通せんぼするのです。（笑）宿泊先のご主人様がとても「タッパル（鳥の脚）」がお好きなようでしたが、食べ残したおかずをワンちゃんにあげました。その時の喜びようといったら！やはり人も動物も、食べることが一番の喜びなんだと気づきました。
[bookmark: _heading=h.1saop4fcd1f4]③ 食は平和の土台
ところで、そんな一見平和に見えたザンビアでも、2年前に大干ばつが起きました。ザンビアのルサカはサバンナ気候で、4月から10月はドライシーズン（乾季）のため雨が降らなくなり、11月から3月の雨季にどれくらい雨が降るかが重要です。主な電力は水力発電に頼っているため、当時は大規模な停電が起き、夜しか電気がつかなかったといいます。その時は貧しい村人は「一日シマ一つで生活しなければならない」ような事態となり、よく暴動が起きなかったと聞きました。
また、JICAさんと一緒に農村を訪問しましたが、正直に言って日本の種よりも価格が高く、しかも品質が良くないのです。村では豆やトウモロコシの種取りしか行っておらず、どんなに貧しい村人でも種苗会社から種を買わなければいけない現状でした。「私達の農園では種を買っていないんですよ。」と伝えると、「ぜひ種とりの技術を教えてほしい。」と村人からの切実な願いがありました。
最後にザンビアでは、驚くほど鳥獣被害が少ないようでした。しかし、一番注意が必要なのは「二本足」です。ザンビアの発展のためには、「持っている人からもらっても良い」文化は変わらないといけないと感じました。現地の学校で行おうとしている「人格教育」が必要であり、それだけではなく、国の農業が充実することが本当に重要だと感じました。
お腹が満たされなければ、人は心に余裕を持てないのです。お隣の北朝鮮でも…。世界には今も十分な食事を得られない人々が本当に沢山います。
④ 私が始めたいこと「日韓食卓研究会（ KJ Table Lab）」について。
本当に遠かったアフリカ。私達が現地の農業で役に立つためには、相当な準備が必要だと分かりました。そこで、「世界平和のためにすぐできることは？食卓の喜びを分かち合うことで、国家間の葛藤を解決できないだろうか？」と考えました。
最近ますます悪化している日韓関係。政治や歴史の問題をすぐに解決することはできません。しかし、食卓を囲むことなら私達にもできます。
実は白菜や空芯菜、エゴマなど、日本に今ある野菜の多くは、朝鮮半島を渡って日本にやって来たのです。農家の古民家で、そんな韓国由来の野菜を一緒に作り、共に料理をして食べ、国境や世代を超えた交流を楽しむ。それが、日韓食卓研究会（ KJ Table Lab）です。
難しいことをする必要はありません。人は食べることが喜びであり、それを分かちあうところに幸せがあり、平和な世界がやってくるのです。
最後に、空腹は怒りとなり、満腹は喜びとなる。私はザンビアでそのことを実感しました。
食べることは、ただ栄養を摂ることではありません。人と人をつなぎ、心を温め、平和への第一歩にもなります。個人主義や孤食が広がる今だからこそ、私は伝えたいのです。
「ご飯は愛である。」
そして、みんなで美味しいものを食べる時間を大切にしたいと思います。
